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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】令和2年3月12日(2020.3.12)

【公表番号】特表2019-515172(P2019-515172A)
【公表日】令和1年6月6日(2019.6.6)
【年通号数】公開・登録公報2019-021
【出願番号】特願2018-555730(P2018-555730)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｍ  59/36     (2006.01)
   Ｆ０２Ｍ  59/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｍ   59/36     　　　Ｆ
   Ｆ０２Ｍ   59/36     　　　Ｅ
   Ｆ０２Ｍ   59/44     　　　Ｕ
   Ｆ０２Ｍ   59/44     　　　Ｓ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年1月27日(2020.1.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　有利な態様では、弁ハウジングが、周壁面に、半径方向の流出環状溝を有しており、こ
の流出環状溝は、弁ハウジングを、第１の円錐状リングエレメントと、第２の円錐状リン
グエレメントとに分割する。この場合、第１の円錐状リングエレメントの第１の周壁面と
、第２の円錐状リングエレメントの第２の周壁面とは、それぞれ長手方向軸線に対して等
しい開き角を成す。特に有利には、第１の周壁面と第２の周壁面とは、互いに同一平面上
に配置されている。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　特に、等しい開き角および同一平面上の配置によって、有利には、第１の円錐状リング
エレメントから第２の円錐状リングエレメントまで弁ハウジングの一貫した周壁面が得ら
れる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６７】
　第１の円錐状リングエレメント７４は、第１の周壁面７８を有し、第２の円錐状リング
エレメント７６は、第２の周壁面８０を有する。両円錐状リングエレメント７４、７６な
らびにばね突出部６２は、唯一つの構成部分として一体に形成されており、こうして一緒
になって１つの弁ハウジング３８を形成しているので、第１の周壁面７８は、第２の周壁
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面８０と共に、弁ハウジング３８の全体の周壁面５８を形成している。弁ハウジング３８
に一貫した周壁面５８を形成するために、第１の周壁面７８と第２の周壁面８０とは互い
に同一平面上に配置されていて、それぞれ切換弁３０の長手方向軸線５０に対して、等し
い開き角αを成している。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関の燃料噴射システム（１０）用の切換弁（３０）であって、
　弁ハウジング（３８）を有し、該弁ハウジング（３８）は、弁座（４０）を形成してお
り、該弁座（４０）は、前記切換弁（３０）の開閉のために、長手方向軸線（５０）に沿
って可動の弁エレメント（４２）と協働し、
　前記弁ハウジング（３８）は、円錐状に形成された周壁面（５８）を有し、
　前記弁ハウジング（３８）は、軸方向にばね弾性を有するように形成された、半径方向
に延びるばね突出部（６２）を有し、該ばね突出部（６２）は、半径方向で前記周壁面（
５８）を超えて突出しており、
　前記弁ハウジング（３８）が、前記周壁面（５８）に、半径方向の流出環状溝（６８）
を有し、該流出環状溝（６８）は、前記弁ハウジング（３８）を、第１の円錐状リングエ
レメント（７４）と、第２の円錐状リングエレメント（７６）とに分割しており、前記第
１の円錐状リングエレメント（７４）の第１の周壁面（７８）と、前記第２の円錐状リン
グエレメント（７６）の第２の周壁面（８０）とが、それぞれ前記長手方向軸線（５０）
に対して等しい開き角（α）を成していて、かつ、互いに同一平面上に配置されているこ
とを特徴とする、切換弁（３０）。
【請求項２】
　前記ばね突出部（６２）が前記第１の円錐状リングエレメント（７４）に形成されてお
り、前記ばね突出部（６２）は、半径方向の載着面（８４）と、該載着面（８４）とは反
対の側に配置された進出面（８６）とを有していることを特徴とする、請求項１記載の切
換弁（３０）。
【請求項３】
　前記進出面（８６）は、前記長手方向軸線（５０）に対して傾けられて配置されていて
、かつ前記流出環状溝（６８）に移行していることを特徴とする、請求項２記載の切換弁
（３０）。
【請求項４】
　前記弁座（４０）と弁流入部（８２）とが前記第１の円錐状リングエレメント（７４）
に形成されており、かつ／または、前記第２の円錐状リングエレメント（７６）が、アク
チュエータアッセンブリ（４８）を取り付けるための、軸方向の、中央に配置された取付
け用孔（１０２）を有することを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項記載の
切換弁（３０）。
【請求項５】
　前記弁流入部（８２）は、前記第１の円錐状リングエレメント（７４）に設けられた少
なくとも１つの軸方向の孔によって形成されていることを特徴とする、請求項４記載の切
換弁（３０）。
【請求項６】
　前記第１の円錐状リングエレメント（７４）が、前記第１の周壁面（７８）に、シール
エレメント（６４）を備えた、全周にわたって延びる第１のシール溝（８８）を有し、前
記第２の円錐状リングエレメント（７６）は、前記第２の周壁面（８０）に、シールエレ
メント（６４）を備えた、全周にわたって延びる第２のシール溝（１００）を有している
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ことを特徴とする、請求項１から５までのいずれか１項記載の切換弁（３０）。
【請求項７】
　前記両シール溝（８８，１００）が、前記両リングエレメント（７４，７６）の前記周
壁面（７８，８０）に対して平行に配置されていることを特徴とする、請求項６記載の切
換弁（３０）。
【請求項８】
　燃料噴射システムハウジング（３４）に設けられた収容孔（３２）内に前記弁ハウジン
グ（３８）を位置固定するための、円筒状の外面（１０６）を有する位置固定リング（９
８）が設けられており、該位置固定リング（９８）は、前記弁ハウジング（３８）とは別
個の構成エレメントとして形成されていることを特徴とする、請求項１から７までのいず
れか１項記載の切換弁（３０）。
【請求項９】
　前記位置固定リング（９８）は、前記弁ハウジング（３８）の最大外径（ＤＧ）よりも
大きい位置固定リング外径（ＤＦ）を有することを特徴とする、請求項８記載の切換弁（
３０）。
【請求項１０】
　前記弁ハウジング（３８）が、前記アクチュエータアッセンブリ（４８）に向けられた
側に、前記位置固定リング（９８）に設けられた対応位置固定面（９６）と協働するため
の、半径方向の位置固定面（９４）を有することを特徴とする、請求項４を引用する請求
項８または９記載の切換弁（３０）。
【請求項１１】
　燃料噴射システム（１０）内の燃料（１２）に高圧を付与するための燃料高圧ポンプ（
１８）であって、ポンプハウジング（３６）と、請求項１から１０までのいずれか１項記
載の切換弁（３０）とを有し、前記ポンプハウジング（３６）が、前記切換弁（３０）の
少なくとも１つの弁ハウジング（３８）を収容するための収容孔（３２）を有し、該収容
孔（３２）の孔壁（６０）が、少なくとも所定の領域において、前記ポンプハウジング（
３６）内に向かって円錐状に先細りになるように形成されている、燃料高圧ポンプ（１８
）。
【請求項１２】
　前記孔壁（６０）と前記切換弁（３０）の長手方向軸線（５０）とが成す開き角（α）
が、前記弁ハウジング（３８）の周壁面（５８）と前記切換弁（３０）の前記長手方向軸
線（５０）とが成す開き角（α）に等しいことを特徴とする、請求項１１記載の燃料高圧
ポンプ（１８）。
【請求項１３】
　前記孔壁（６０）の、前記ポンプハウジング（３６）内に向かって円錐状に先細りに形
成された領域に、前記ばね突出部（６２）を収容するための収容溝（６６）が配置されて
いることを特徴とする、請求項１１または１２記載の燃料高圧ポンプ（１８）。
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